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哲
學
研
．
究
　
筑
丁
七
十
五
號

重
く
考
へ
て
居
ら
諏
や
う
に
見
え
る
。
填
太
利
の
フ
ウ
イ

ド
を
中
心
ご
し
て
、
同
じ
く
喚
の
ア
ド
ラ
ー
や
瑞
西
の
ユ

ン
グ
や
、
米
國
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
な
ざ
の
入
々
に
よ
っ
て
率
ゐ

ら
れ
て
居
る
精
瀞
分
析
學
も
亦
、
從
來
の
形
式
的
若
し
く

ば
知
的
な
「
旧
い
」
心
理
學
に
恐
し
て
所
謂
「
深
い
」
心
理
學

を
樹
立
せ
ん
こ
し
、
其
の
所
説
に
往
々
極
端
淺
薄
な
所
が

あ
り
，
叉
彼
等
の
仲
問
同
志
に
可
な
り
の
意
見
の
相
蓬
が

あ
る
け
れ
こ
も
、
在
來
の
「
膿
系
的
」
な
心
理
學
に
醤
し
て

叛
旗
を
醗
へ
し
。
こ
れ
に
一
三
清
新
の
氣
を
注
入
せ
ん
ど

す
る
に
於
い
て
は
い
つ
れ
も
其
の
軌
を
｝
に
し
て
居
る
。

　
か
く
し
て
二
＋
世
紀
の
心
理
學
は
、
次
第
に
盤
系
的
よ

り
個
々
研
究
蛇
に
、
知
的
よ
り
情
的
．
本
能
的
に
、
「
淺
き
」

よ
り
「
深
き
」
に
抽
象
的
よ
り
具
三
三
に
…
遊
み
行
き
つ
、
あ

る
。

彙

報
六
八

　
　
　
哲
學
會
春
期
公
開
講
演
會

　
五
月
二
十
日
（
土
午
後
｝
暗
字
か
ら
法
學
部
第
一
敏
室
で
開
催
左
の
講
演

葎
行
っ
た
。

　
【
、
費
験
的
内
省
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
交
學
士
　
岩
井
勝
二
耶
君

　
一
、
結
婚
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
高
瀬
武
次
郷
磐

講
演
終
了
後
學
生
集
倉
揚
で
會
員
の
晩
餐
會
を
開
い
六
Q

　
　
　
金
曜
會
例
會

　
四
沼
二
十
一
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り
學
生
三
三
揚
で
次
の
論
題
に
つ
い
て

盛
に
談
論
し
れ
Q
繊
席
薯
、
久
松
、
岩
非
、
伊
藤
、
篠
崎
、
務
蔓
、
白
井
、

三
木
、
大
脇
、
抑
川
、
伊
東
し
其
他
學
生
十
二

　
個
性
の
問
題
哲
學
研
究
「
月
號
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
木
　
　
清
君

　
玉
湾
十
九
a
午
後
七
蒔
よ
り
同
じ
く
學
生
一
二
場
で
例
倉
な
開
い
乗
、
論

題
次
の
如
し

カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
る
「
實
踵
的
」
の
意
義
（
哲
學
研
究
四
月
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
聖
　
理
作
君

　
　
　
哲
學
會
例
會

　
四
月
二
十
五
日
（
火
）
既
展
獄
逸
に
留
學
さ
れ
ろ
三
木
清
君
り
逡
別
を
兼
ね

て
次
の
謙
演
が
あ
っ
た
o
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カ
ン
ト
の
「
想
像
力
」
に
つ
い
て

　
三
木
君
ば
伯
林
に
當
分
溝
在
さ
れ
ろ
由
、

繊
席
さ
れ
れ
。教

育
研
究
會
例
會

　
　
　
　
　
　
務
盗
　
理
作
君

西
田
、
朝
永
、
渡
多
野
敏
授
も

　
五
月
四
日
午
後
六
畦
牛
よ
り
三
生
集
弓
場
に
於
て
開
會
、
丈
學
ま
高
橋
俊

乗
君
が
「
孕
要
朝
の
教
育
窓
題
し
約
二
時
雫
に
亘
り
て
講
演
せ
ら
る
。

　
講
演
の
内
属
ほ
主
書
し
て
氏
の
創
意
に
か
・
る
も
の
・
み
で
あ
っ
糞
。
就

中
欝
時
の
大
型
が
從
來
の
日
本
教
育
更
に
於
て
官
吏
養
成
樫
聞
ビ
解
さ
れ
て

み
る
の
に
談
り
で
　
「
詩
文
に
長
け
力
學
者
の
塾
な
政
府
が
保
護
ぜ
る
も
の
・
な

り
」
　
定
面
し
、
菅
家
遺
子
中
に
あ
る
抑
魂
艶
話
な
る
語
が
飼
れ
の
教
育
奥
に

も
談
解
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
た
り
等
書
隠
謀
該
博
論
理
明
晰
に
■
論
じ
去
っ
た
の

ば
痛
快
な
氣
が
し
れ
。
實
に
近
影
契
れ
な
究
理
的
氣
分
に
充
ち
穴
講
演
で
あ

っ
糞
Q

倫
理
學
會
例
會

五
月
二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
學
生
壁
會
場
で
左
の
講
演
が
開
い
六
。

》
頴
。
評
、
コ
6
累
p
ヨ
器
。
胎
男
。
当
路
。
轟
。
・
三
甥
σ
o
～
く
霧
昌
確
率
〇
ω
p
［
乙

　
　
国
8
き
臼
M
畠
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
教
授

職
會
學
會

　
五
月
十
八
日
（
木
）
午
後
七
時
よ
り
學
止
集
倉
場
で
例
會
な
關
き
次
の
講
演

が
行
に
れ
六
。

　
漢
字
に
硯
れ
六
ろ
甦
徳
ざ
批
愈
の
關
係
　
　
　
丈
吉
士
　
白
弁
　
頼
吉
君

　
　
　
　
　
　
薪
著
紹
　
介

新
著
紹
介

メ
ー
リ
ス

　
　
宗
敏
哲
學
緒
論

征
矢
野
晃
雄
課

　
覧
て
あ
ろ
友
人
か
ら
面
白
い
書
物
だ
か
ら
譲
ん
で
見
よ
ミ
招
介
ぜ
ら
れ
て

「
小
野
子
な
讃
ん
だ
。
そ
し
て
明
快
流
麗
な
丈
章
定
選
者
の
藝
衛
的
冒
能
の

聾
か
さ
・
た
思
ほ
ぜ
る
様
な
叙
蓮
や
置
目
に
魅
ゼ
ら
れ
六
、
そ
れ
が
こ
の
講
書

の
原
著
で
あ
っ
穴
。

　
著
者
の
若
々
し
い
儒
熱
葬
盛
た
美
し
い
丈
藻
が
こ
の
書
全
髄
な
麗
ぼ
し
く

織
り
な
し
て
み
ろ
。
或
は
ロ
ー
マ
の
ミ
ケ
ラ
ン
セ
ロ
や
ラ
フ
ァ
イ
エ
か
の
傑

作
の
讃
美
に
於
て
或
に
夢
や
死
の
叙
述
に
於
て
更
に
に
榊
秘
意
義
の
説
明
に

於
て
吾
等
ば
稀
に
見
る
美
は
こ
い
麦
現
に
出
會
ふ
。
そ
し
て
叉
庇
書
歪
騰
な

麺
し
て
藝
衛
が
常
に
宗
教
の
美
に
し
い
双
生
免
ミ
し
て
示
さ
れ
て
み
る
。
島

鋤
か
ら
此
袴
ほ
我
々
を
し
て
シ
ユ
ラ
イ
エ
濯
マ
ツ
ヘ
ル
の
宗
敏
論
な
想
ひ
越

さ
ゼ
る
の
で
あ
る
が
、
露
坐
の
氣
分
ほ
異
っ
て
み
ろ
。
前
者
ほ
宗
教
な
藝
術

に
近
付
け
ろ
事
に
よ
っ
て
宗
教
の
特
異
性
な
明
に
ぜ
ん
ε
し
後
者
ほ
藝
衛
か

ら
爾
瑚
す
る
事
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
特
異
姓
為
よ
り
微
妙
に
理
會
ぜ
ん
ε
努
め

る
様
に
見
え
る
Q

併
し
乍
ら
著
者
の
文
熱
的
弓
能
の
曲
品
吊
ば
却
て
い
く
ら
か
庇
書
の
哲
學
酌

多
値
葎
減
損
し
れ
襟
で
あ
る
Q
毛
書
か
ら
得
ら
れ
る
餅
念
ほ
決
し
て
明
確
だ

や
」
に
濤
ひ
得
な
い
。
此
の
事
の
來
由
は
箪
に
既
書
の
悲
観
の
仕
方
に
の
み
求

め
ろ
べ
き
で
に
な
い
。
當
の
劉
象
で
あ
る
宗
敏
意
識
其
物
の
諏
合
理
的
で
あ

六
九


